
　　 　

　　 　 　  

地形概説（1-1）
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地形概説

東京都の東部は、台地(段丘）と低地によって形成されている。台地は武蔵野台地と呼ばれ、

古多摩川により形成された扇状地性の武蔵野段丘と呼ばれる地形面が西から東へ広がっている。

目黒不動尊周辺は、目黒台と呼ばれ、この武蔵野段丘面に位置する。

武蔵野段丘面より一段高い地形面が下末吉段丘（淀橋台、荏原台など）と呼ばれる地形面で、

有栖川宮公園・自然教育園・池田山公園などはこの地形面に位置する。この下末吉段丘面は、多

くの谷によって侵食され開析谷が形成されている。武蔵野段丘の谷は、概ね急で開析谷の数も少

ないの比べ、それより古い地質時代に形成された下末吉段丘は開析谷の数も多く、かつ谷が浅く

て緩やかである特徴を有している。

有栖川宮公園・自然教育園・池田山公園などのある淀橋台では、谷壁斜面の中間にある緩斜面

も顕著である。有栖川宮公園の東側にある麻布の善福寺などは、低地より一段高い緩斜面上に位

置し、更に寺の背面には数メートルの崖があり、崖下には湧水が見られる。この付近のお寺は、

このような下末吉面より一段低い湧水や池のある小さな緩斜面の水と緑のある環境に立地してい

ることが多い。また、台地と低地の斜面には坂も多く、特に山の手には道玄坂、神楽坂、九段坂、

三宅坂、昌平坂、乃木坂など名のある坂が多く認められる。

下末吉段丘は今から約13～11万年前に関東一円が海（古東京湾）となり、その後、陸化した

もので、武蔵野段丘は、今から10～3万年前、下末吉段丘を侵食して古多摩川が流れ、武蔵野礫

層が堆積して形成されたもので、いくつかの台地面を作り、豊島台、本郷台、目黒台などと呼ば

れている。各段丘の表層は関東ローム（武蔵野ローム･立川ローム）に覆われている。

参考文献：都市の水文環境 新井正、新藤静夫、市川新、吉越昭久 共著 共立出版

（1987）

：新版 東京都 地学のガイド 貝塚爽平監修 東京都地学のガイド編集委員会編

コロナ社(1997)

武蔵野台地周辺の地形分類図
（出典：東京百科事典 東京学芸大学地理学会30周年記念出版専門委員会編集 国土地理協会(1982）
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武蔵野台地東部 山手線周辺の地形模式図（台地と谷のようす）

（出典： 歩いてみよう東京 五百沢智也著 岩波書店(1994年）に加筆）
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デジタル標高地形図 （A-B～G-H は東西地質断面図の位置）

（出典：「東京都区部」1：25,000デジタル地形図（国土地理院）の縮尺を変更して使用）

武蔵野台地南東部の地質は、目黒川の東側と西側で少し異なる。有栖川宮公園、自然教育園、

池田山公園のある東側の淀橋台（下末吉段丘）では、表層部より関東ローム（立川ローム、武蔵

野ローム）、その下部にローム質粘土(下末吉ローム）があり、その下は東京層（砂層及び粘土

層）、東京礫層によって構成されている。一方、目黒不動尊のある西側の武蔵野段丘では、表層

部は関東ローム（立川ローム、武蔵野ローム）であるが、その下は武蔵野礫層が分布し、その下

が東京層（砂層及び粘土層）、東京礫層となる。

谷部には沖積層の緩い砂や軟らかい粘土、腐植土が分布している。
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各エリアの東西地質断面図
（出典：東京都地盤地質図 地質断面図（東京都土木技術研究所)を使用 一部加筆））
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記号凡例

TMｌ・・・立川、武蔵野ローム

ｌｃ・・・ローム質粘土

Ｔｏ・・・東京層

Ｔｏｇ・・・東京礫層

Ａｌ・・・沖積層

ｋａ・・・上総層群
（Ｎ値・・・標準貫入試験の打撃数 数値が大きい方が硬い。）
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湧水機構概説(3-1)

武蔵野台地南東部の谷の発達と湧水池の分布
（出典：日本の自然3 関東 中村和郎、小池一之、武内和彦 編集 岩波書店（1994））
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武蔵野台地の地形・地質断面と湧水機構模式図
（出典：めぐろシティカレッジ叢書 3 地域に学ぶ 身近な地域研究から「目黒学」を創る 山崎憲治編著 二宮書店(2003年）

地形・地質と湧水機構概説

東京の山手側は、武蔵野台地と呼ばれる台地によって出来ている。この武蔵野台地では、かっての古多

摩川の扇状地堆積物である砂礫層（武蔵野礫層、立川礫層などと呼ばれる）を関東ローム層が広く覆っ

ている。関東ローム層は富士山や箱根火山を起源とする火山灰で、層厚も台地中央部で6～8ｍある。こ

の関東ローム層は、降雨があってもすぐ浸透するため、下部の粘土質ロームにより宙水となっている場

合を除くと、水を得にくいため、江戸時代に玉川上水のような用水路が引かれるまでは、原野が広がっ

ていた。水を得るには、武蔵野礫層と呼ばれる礫層、あるいは東京層と呼ばれる地層の砂層まで井戸掘

削しなければ得ることが出来なかった。手掘りで深く掘削することは当時の技術ではなかなか難しく、

すり鉢状に地表を掘削して、蚊取り線香のような螺旋状の道をつたい、その中心部に井戸を掘って水を

得る「まいまいず井戸」と呼ばれるものが作られた。

武蔵野台地には多くの谷が形成され、樹枝上に伸びている。この台地を刻む谷の谷頭には、地下水の

湧き出し（湧水）が認められる。特に、古多摩川の扇状地の扇端部から湧出している湧水は、標高で50

ｍの等高線に沿って湧出しており、石神井川上流の三宝寺池、善福寺川上流の善福寺池、神田川上流の

井の頭池などが有名である。

地下水の蓄えられている地層は、帯水層（たいすいそう）と呼ばれ、主に砂礫層などの地層の空隙が

大きく、その空隙が地下水で満たされている（飽和している）状態にあるものをいう。この水を通しや

すい地層は透水層とも呼ばれ、東京層の砂層などもこれに該当する。帯水層に蓄えられた地下水は、地

下水面に勾配があると、勾配に従って低い方へ流下し、この地下水面が、地表と接した所が湧水箇所で

ある。

湧水機構模式図によると、下末吉段丘（淀橋台など）では関東ローム層中の宙水、東京層の砂層中の

地下水、武蔵野段丘では武蔵野礫層が不圧帯水層（大気と直接通じており加圧されていない地下水の

層）を形成している。その下の東京層の粘土層（難透水層）によって遮断されたその下の東京層の砂礫

層は、被圧帯水層(大気圧より高い圧力を有する地下水の層）を形成している。（東京層の砂礫層には侵

食等で一部不圧地下水層の部分もある）

参考文献：日本の自然3 関東 中村和郎、小池一之、武内和彦 編集 岩波書店（1994）
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